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数詞 数を表す語である。基数詞、序数詞など種別がある。数を表す語
助数詞 助数詞は、数を表す語の後ろに付けてどのような事物の数量であるかを表す語要素である。数詞を作る接尾辞で種類を表す。
基数詞 数量：～枚、～個、～冊、～匹、～本、～つなど
序数詞 順番：～番、～枚目、第～、第～号、～級など

数詞の読み方 読み方が複数あるもの
ひー ふー みー よー いー むー なー やー こー とー 漢語-和語
H-i F-u M-i Y-o M-u Y-a 七人 シチニン ななニン

母音交代 「一と二」H-i H-u 「三と六」M-i M-u 「四と八」Y-o Y-a 促音化の有無
ひい ふう みい よぉ いつ むう なぁ やぁ ここ とお 八本 ハチホン ハッポン

ひとつ ふたつ みっつ よっつ いつつ むっつ ななつ やっつ ここのつ とお 発音の揺れ
 個数を数えるときには接尾辞として 「つ」用いる。この「つ」は、現代日本語の「個」とほぼ同じ意味 十杯 ジッパイ ジュッパイ

イチ ニイ サン シ ゴ ロク シチ ハチ キュウ/ク ジュウ 漢 シ：4時 よじ /4本 よんほん
和語→ よ/よん 和語→ なな 漢 シチ：7本 ななほん が混じる

助数詞の音変化 [1-6-8-10]で起こりやすい
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

いっさつ にさつ さんさつ よんさつ ごさつ ろくさつ ななさつ はっさつ きゅうさつ じゅっさつ
SS S S S S S S SS S SS

いっぽん にほん さんぼん よんほん ごほん ろっぽん ななほん はっぽん きゅうほん じゅっぽん
PP H B H H PP H PP H PP

日数 ついたち ふつか みっか よっか いつか むいか なのか ようか ここのか とおか 14日：ジュウヨッカ：議論中
イチがつ ニがつ サンがつ シがつ ゴがつ ロクがつ シチがつ ハチがつ クがつ ジュウがつ 漢語の「月がつ」を使う
ひとつき ふたつき みつき よつき ゴカゲツ ロッカゲツ シチカゲツ ハチカゲツ キュウカゲツ ジュッカゲツ 4月まで和語、5月から漢語

イチネン ニネン サンネン ヨネン ゴネン ロクネン シチネン ハチネン クネン ジュウネン 9年だけ二つ読み方がある。
キュウネン 4よんねん× 7ななねん×

ひとり ふたり サンにん ヨにん ゴにん ロクにん シチにん ハチにん クにん ジュウにん 1人-2人だけ和語である。
キュウにん 9人は二つ読み方がある。

数量詞の用法
数量詞の連体用法 3人の学生がいる。 3匹の子豚 名詞として機能している。
数量詞の連用用法 学生が3人いる。 子豚が3匹いた。 副詞的用法＝助詞を伴わない。 明日、出発します。：副詞的用法
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無声子音[s]
SS＝促音化
無声子音[ｈ]{hon}=/pon bon/
PP=促音化 {形態素}＝/異音/


